
2025年６月 10日 子どもの健康福祉研究所 

これは私（前橋）が考えたいくつかの問題です：   

 

   なぜ子どもに運動をさせるのか？   

   もし健康のためなら？ どうやって子どもの健康を評価するのか？ 運動だけで評価するのか？ 運動能力の

高低で健康の良し悪しが決まるのか？   

   運動の役割を正しく認識する？ 運動とは何か？ 幼児期の運動はどうあるべきか？ なぜか？ どんな運動

が子どもにとって価値があるのか？   

   自由遊びと先生が組織する体育活動の違いは？   

   幼児体育の授業は幼児期にどんな役割を果たすのか？ 子どもに自分の体をコントロールする方法を教え、

一定の自己防衛能力を習得させること？ 子どもの心を育み、仲間と一緒に遊ぶことを学ばせること？   

運動はただ健康のためだけのもの？   

それを遊びや楽しみと捉えれば、運動はもっと純粋なものになるんじゃないか！   

 

Ａ. これらの質問は、幼児期の運動や体育活動の意義について深く掘り下げようとしている、とても重要な問い

かけです。それぞれの問いの主旨や背景にある問題意識を整理して，私の考えや感想をお伝えいたします。 

   なぜ子どもに運動をさせるのか？ 

Ａ. 運動を単なる「当たり前のこと」とせず、そもそも運動を子どもにさせる目的や意味を問い直しています。

健康のため？教育のため？あそびの一環？それを明確にしないと、形式的な運動になりがちです。 

   もし健康のためなら？ どうやって子どもの健康を評価するのか？ 運動だけで評価するのか？ 運動能力の

高低で健康の良し悪しが決まるのか？ 

Ａ. これは、「健康＝運動能力の高さ」という単純な図式に疑問を投げかけています。 

例えば、運動が得意な子が必ずしも健康とは限らないし、逆に運動が苦手な子が不健康だとも限りません。 

子どもの健康をどう捉えるか、評価する基準は何か？ という根本的な問いです。私の健康診断，評価をお読みく

ださい。 

   運動の役割を正しく認識する？ 運動とは何か？ 幼児期の運動はどうあるべきか？ なぜか？ どんな運動

が子どもにとって価値があるのか？ 

Ａ. 幼児期における運動の「本質」や「意味」を考える問いです。単に身体能力を育てるだけでなく、身体を通

じて何を感じ、学び、育むのか？「どんな運動が、子どもにとって本当に価値があるのか」という質的な問いも

含まれています。 

   自由あそびと体育活動の違いは？ 

Ａ. 「自由に遊ぶ運動」と「大人が設定した運動」の違いに着目した問いです。両者には、子どもの自発性・創

造性・関わり方の違いがあります。どちらにも意味があるが、それぞれがもつ特性を理解し、どう活かすかが大

切だという問題意識です。体育は，動きを通して、人の本体を育む学問であり，人間形成を目指しています。 

   幼児体育の授業は幼児期にどんな役割を果たすのか？ 子どもに自分の体をコントロールする方法を教え、

一定の自己防衛能力を習得させること？ 子どもの心を育み、仲間と一緒に遊ぶことを学ばせること？ 運動はた

だ健康のためだけのもの？ それをあそびや楽しみと捉えれば、運動はもっと純粋なものになるんじゃないか！ 

Ａ. 幼児体育が果たす役割は「健康」だけでなく、心の成長、仲間との関係性、自分の体への気づきやコントロ

ール、あそびの中の学びにまで及ぶ、という広い視点があります。そして、「運動は健康のため」といった目的的

な見方に対し、運動そのものを楽しむことにこそ、本質があるという提案も含まれています。 


